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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第69期

第３四半期連結
累計期間

第70期
第３四半期連結
累計期間

第69期

会計期間
自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日

自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

売上高 (千円) 13,205,397 14,123,452 18,101,510

経常利益 (千円) 327,031 642,662 603,513

四半期(当期)純利益 (千円) 153,150 422,558 305,287

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 117,037 478,993 307,585

純資産額 (千円) 8,349,857 9,016,993 8,538,883

総資産額 (千円) 18,974,750 18,849,669 19,091,766

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 3.19 8.81 6.37

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 44.0 47.8 44.7

　

回次
第69期
第３四半期
連結会計期間

第70期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 1.24 4.85

(注)  １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たりの四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

　
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

す。

(1)　業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響から回復基調にあるものの、財政

不安が続く欧州等海外経済の停滞や長期化する円高などにより景気の先行きは不透明な状況で推移いたし

ました。

　建設業界及び合成樹脂加工品業界におきましては、需要に回復傾向がみられるものの販売競争の激化、原

材料価格の高止まり等により引き続き厳しい状況が続いております。

　当社グループはこのような状況の下、営業力の強化と積極的な販売活動に努めてまいりました結果、当第

３四半期連結累計期間の連結売上高は、141億23百万円（前年同期比7.0％増）となりました。

  損益面につきましては、当第３四半期連結累計期間においても徹底したコストダウン及び諸経費の削減

などの諸施策を実施してまいりました結果、営業利益は６億25百万円（前年同期比73.4％増）、経常利益は

６億42百万円(前年同期比96.5％増)、四半期純利益は４億22百万円（前年同期比175.9％増）となりまし

た。

セグメント別の状況は次のとおりです。

［合成樹脂加工品事業］

　主力の建材製品は、国内床材、防水資材、住宅資材が売上増になりましたが、輸出用床材、壁装用品は売上減

となりました。また、産業資材製品は、車両用床材及び欧米向けフィルムが売上増となりました。

　この結果、売上高は137億86百万円（前年同期比7.2％増）、セグメント利益は３億90百万円（前年同期比

264.0％増）となりました。

［不動産賃貸事業］

　不動産賃貸料収入は、売上高は３億36百万円（前年同期比3.6％減）、セグメント利益は２億35百万円（前

年同期比7.2％減）となりました。

　（注）セグメント利益の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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(2)　財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間の資産合計は、前連結会計年度より２億42百万円減少し、188億49百万円とな

りました。その主な原因といたしましては、受取手形及び売掛金が77百万円、商品及び製品が79百万円それ

ぞれ増加したものの、現金及び預金が１億73百万円、有形固定資産が２億９百万円、投資その他の資産が36

百万円それぞれ減少したことによるものです。

　負債の部では、前連結会計年度より７億20百万円減少し、98億32百万円となりました。その主な原因といた

しましては、長期借入金が８億８百万円増加したものの、短期借入金が10億28百万円、流動負債のその他が

２億37百万円、預り保証金が１億77百万円それぞれ減少したことによるものです。

　純資産の部では、前連結会計年度より４億78百万円増加し、90億16百万円となりました。その主な原因とい

たしましては、利益剰余金が４億22百万円増加したことによるものです。

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

(4)　研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１億85百万円です。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 48,253,094  同左
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は
1,000株です。

計 48,253,094  同左 ― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年12月31日 ─ 48,253,094 ─ 5,007,917 ─ 4,120,573
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ─ ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ―

議決権制限株式(その他) ─ ─ ―

完全議決権株式(自己株式等) 
                       (注)１

(自己保有株式)
普通株式 302,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
47,600,000

47,600 ―

単元未満株式           (注)２
普通株式
351,094

― ―

発行済株式総数 48,253,094 ― ―

総株主の議決権 ― 47,600 ―

(注)　１　「完全議決権株式（自己株式等)」の302,000株は、全て当社保有の自己株式です。

２　「単元未満株式」の中には、株主名簿上は当社名義となっているが実質的に所有していない株式500株及び当

社所有の自己株式941株が含まれています。

３　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

② 【自己株式等】

平成24年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ロンシール工業㈱

東京都墨田区緑四丁目
15番３号

302,000 ─ 302,000 0.62

計 ― 302,000 ─ 302,000 0.62

(注)　このほか株主名簿上は当社名義となっていますが、実質的に所有していない株式が500株及び当社所有の自己株式

が941株あります。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年10月１日

から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、聖橋監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,665,396 3,491,793

受取手形及び売掛金 ※2
 6,147,194

※2
 6,224,673

商品及び製品 2,147,525 2,226,844

仕掛品 83,894 87,103

原材料及び貯蔵品 631,478 684,812

その他 ※1
 402,007

※1
 380,732

貸倒引当金 △18,107 △12,644

流動資産合計 13,059,391 13,083,314

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 9,480,266 9,486,687

機械装置及び運搬具 9,510,367 9,533,881

工具、器具及び備品 3,182,320 3,184,486

土地 2,434,412 2,434,412

リース資産 166,103 171,201

建設仮勘定 25,771 4,700

減価償却累計額 △19,455,581 △19,681,703

有形固定資産合計 5,343,661 5,133,666

無形固定資産

その他 106,770 86,937

無形固定資産合計 106,770 86,937

投資その他の資産

投資有価証券 362,603 443,102

その他 250,543 129,555

貸倒引当金 △31,203 △26,906

投資その他の資産合計 581,943 545,750

固定資産合計 6,032,374 5,766,354

資産合計 19,091,766 18,849,669
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,017,369 3,982,468

短期借入金 3,176,024 2,147,324

未払法人税等 89,415 131,149

賞与引当金 148,553 85,896

売上値引引当金 73,035 73,035

その他 1,379,951 1,142,487

流動負債合計 8,884,349 7,562,361

固定負債

長期借入金 482,352 1,290,734

預り保証金 1,012,799 835,630

引当金 109,407 107,248

その他 63,974 36,701

固定負債合計 1,668,533 2,270,314

負債合計 10,552,883 9,832,676

純資産の部

株主資本

資本金 5,007,917 5,007,917

資本剰余金 4,120,573 4,120,573

利益剰余金 △428,082 △5,523

自己株式 △38,862 △39,746

株主資本合計 8,661,547 9,083,221

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 33,060 85,249

為替換算調整勘定 △164,067 △161,555

その他の包括利益累計額合計 △131,007 △76,306

少数株主持分 8,343 10,077

純資産合計 8,538,883 9,016,993

負債純資産合計 19,091,766 18,849,669
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 13,205,397 14,123,452

売上原価 9,012,192 9,476,599

売上総利益 4,193,205 4,646,853

販売費及び一般管理費 3,832,359 4,021,312

営業利益 360,845 625,540

営業外収益

受取利息 192 581

受取配当金 9,535 9,859

不動産賃貸料 47,108 48,478

その他 17,138 20,532

営業外収益合計 73,976 79,452

営業外費用

支払利息 56,117 45,557

為替差損 28,331 5,836

その他 23,340 10,936

営業外費用合計 107,790 62,330

経常利益 327,031 642,662

特別損失

固定資産売却損 247 －

固定資産除却損 1,757 105

特別損失合計 2,004 105

税金等調整前四半期純利益 325,026 642,556

法人税、住民税及び事業税 88,194 201,867

法人税等調整額 82,363 16,462

法人税等合計 170,558 218,330

少数株主損益調整前四半期純利益 154,468 424,226

少数株主利益 1,317 1,668

四半期純利益 153,150 422,558
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 154,468 424,226

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △17,910 52,189

為替換算調整勘定 △19,519 2,577

その他の包括利益合計 △37,430 54,767

四半期包括利益 117,037 478,993

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 116,194 477,260

少数株主に係る四半期包括利益 843 1,733
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日

以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しておりま

す。

　なお、この変更による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微です。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

※１　手形債権の流動化による譲渡高は次のとおりです。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形の債権流動化による譲渡高 131,464千円 130,867千円

なお、受取手形の流動化に伴い、信用補完目的の保留金額（前連結会計年度52,407千円、当第３四半期

連結会計期間52,318千円）を、流動資産のその他に含めて表示しております。
　

※２  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形及び売掛金 187,211千円 200,782千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりです。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

減価償却費 411,025千円 311,232千円

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日)

　
１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　
当第３四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日)

　

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

EDINET提出書類

ロンシール工業株式会社(E01103)

四半期報告書

13/17



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額
四半期連結損
益計算書計上
額(注)合成樹脂加工品事業 不動産賃貸事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 12,855,777 349,62013,205,397　 13,205,397

セグメント間の内部売
上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 12,855,777 349,62013,205,397─ 13,205,397

セグメント利益 107,160 253,684360,845 ─ 360,845

(注)　セグメント利益の計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額
四半期連結損
益計算書計上
額(注１)合成樹脂加工品事業 不動産賃貸事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 13,786,457 336,99514,123,452　 14,123,452

セグメント間の内部売
上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 13,786,457 336,99514,123,452─ 14,123,452

セグメント利益 390,017 235,523625,540 ─ 625,540

(注)　１　セグメント利益の計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　　　２　会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、第１四

半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基

づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法に基づく方法に

変更しております。

　　　　　なお、この変更による当第３四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微です。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

　該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 3.19円 8.81円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 153,150 422,558

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 153,150 422,558

普通株式の期中平均株式数(千株) 47,952 47,949

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

　
(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月13日

ロンシール工業株式会社

取締役会  御中

　

聖橋監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    松　　田   　信　　彦　 印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    濵　　田    　　尊　　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているロン

シール工業株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期

間（平成24年10月１日から平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平

成24年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、

四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四

半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用するこ

とが含まれる。

　
監査人の責任 

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において

一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手

続である。 

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論 

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ロンシール工業株式会社及び連結子会社の平

成24年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

　
利害関係 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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